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　原著そのものの授業利用の可能性をさぐる取り組みとして，「地層」分野に続
いて，「六甲山のブナとイヌブナ林」を使った．ここに，その学習指導案と，生
徒の代表的な感想を掲載する．

■学習指導案 

「六甲山のブナとイヌブナ林」を読んで

学　級　神戸市立渚中学校　１年２組
授業者　神戸市立渚中学校松本みや子

目 的 １年生の生物分野「植物の生活と種類」の単元が終わり，
３年生の「自然と人間」の単元に向かうところで，身近な
神戸の六甲山の「ブナ・イヌブナ林」の存在を知る．六甲
山紅葉谷のブナ・イヌブナ林の樹木の標本をみながら，Ｃ
Ｄ版の「六甲のブナ・イヌブナ林」を読む．ハイキングを
したときの体験をもとに，森林の中にいたときの自分を思
い出し，読書感想文を書く．

日 時 平成１５年１０月２０日　３校時

場 所 コンピュータ教室

内 容 六甲山の山頂近くにはブナやイヌブナ林が見られる．気温
や雨・霧の影響でブナ・イヌブナ林がみられることについ
て考える。

生徒観 中学校に入ってもう７ヶ月ほどたったが、実験観察の好き
な活動的なクラスである．

教材観 植物標本を観察しながら、「六甲山のブナとイヌブナ林」
ＣＤ版を読み，ブナ・イヌブナ林について生徒たちに伝え
ることのできる貴重な時間だと考える．

授業展開

所要時間 生徒の活動 留意点

10分 １．ひとりずつに配布したブナと
２人に１枚配布したイヌブナの葉
脈標本のしおりを見ながら，ブナ
とイヌブナの植物標本を回覧し、
イヌブナについては、葉の裏の毛
をルーペで確認する．

森林浴の快適さを思い出
す．

5分 ２．ブナ・イヌブナ林にあるクマ
シデの葉脈標本を見ながら、ブ
ナ・イヌブナ林に共存する樹木の
植物標本を回覧する．

乾燥した標本なので折れ
ないように丁寧に扱うよ
うにする．

15分 ３．「六甲山のブナとイヌブナ
林」ＣＤ版を読書する．

各自のペースで自由に読
む．

15分 ４．「六甲山のブナとイヌブナ
林」についてわかったことをまと
めて文章にする．また，強く印象
に残ったところはどこかを書く．

静かに集中して考えるよ
うにする．

5分 ５．レポートを集める．

本時の評価 六甲山に保水力のあるブナ・イヌブナ林があることをどの
ぐらい認識したかを，レポートにより判断する．

■授業風景 

授業風景 

１．コンピュータ教室
２．ブナとイヌブナの葉脈標本
３．ブナ林で見られる植物の標本
４．コンピュータを見る生徒
５．感想文を書いている生徒



2/3 ページ

file://E:¥完成版WEB2004¥extra_top¥shizen¥buna¥classuse¥readbook¥index.html 04/03/24

５．感想文を書いている生徒

■生徒の感想から 

l イヌブナ林のある花はとってもきれいなものばかりだ．とくに「ハナイ
カダ」はとても不思議だ．どうしたらこんなふうに，実が葉の上につく
のか，一度六甲山に登って，本当の目で見てさわってみたい．どんなさ
わり心地がするだろうか．
　 

l 六甲山にブナが生えているのは，山をまもるためだということを知り，
ブナは山に必要なものだということが分かった．イヌブナは標高600m，
ブナは750mくらいのところに生えていて，きれいに境界が分かれてい
て，紅葉したらきれいだろうなと思いました．木の表面が，ブナはつる
つる，イヌブナはざらざらでびっくりした．
　 

l ブナやイヌブナの根は広い面積をおおっているので，山崩れがあっても
被害が少なくてすむらしい．ブナの年齢は200年，イヌブナの年齢は130
年くらい，私たちが生まれる前や戦争で人が死んでいったことまで知っ
ていると思うと，なんかすごく身近に感じた．
　 

l 六甲山に残っているブナ・イヌブナを大切にする理由は，六甲山の崩れ
を根をはってくい止めてくれているから．それを，崩れと，根の張りの
バランスで保っている．ということは，私たち人間を，ブナ・イヌブナ
の木がまもってくれていることになる．ブナ・イヌブナが六甲山を崩さ
ないようにまもり，六甲山が崩れなければ，私たち人間も安心して暮ら
せる．ブナ・イヌブナの木は，人間にとっても，自然にとっても，動物
たちにとってもいいことばかりなので，とてもいい木です．
　 

l 昔の六甲山は豪雨のたびに山崩れを起こし，土石流を出し，尊い人の命
をうばっていたそうです．だから，根が網のようになっていて，しっか
りと土をつかむブナやイヌブナを六甲山で大切にしていると分かりまし
た．
　 

l ブナ・イヌブナはなぜ六甲山に残っているのかというと，雨の水などを
大切に，こぼさないように吸っているためで，ブナもイヌブナも今でも
残っている．
　 

l クロモジがとても印象に残りました．とてもいいにおいがして，和菓子
のつまようじに使っていると聞いて，すごく納得しました．
　 

l ヤマボウシの葉と花びらは似たような形をしていました．クロモジがよ
いにおいで気分そう快でした．ツリガネツツジの花は面白い形をしてい
て，なおかつ，たれ下がっている花なのでめずらしいと思いました．ゴ
ヨウツツジの花はササユリの花に似ていました． 
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■まとめ 

　本授業は，中学校理科の学習のねらいからいえば，「植物の生活と種類」単元
では，ブナ林を例にした植物の多様性に気付かせること，「自然と人間」の単元
では，ブナ林と人間の関わりについて知ること，がテーマとなる．

　感想文にはどちらの部分も現れていて，一部の生徒は「実際に見てみたい」と
の感想を述べており，神戸及び近隣の市民であればいつでも登山できる六甲山の
自然を観察する動機づけに役立つと考える．

　ブナ林は六甲山の原自然であって，それ故大切という視点は出てこなかった
が，今後，日本の森林の生態系について学習する機会があれば，必ずブナ林の例
が出てくるので，そういったときに，気付いてくれればいいと思う．


